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地域イノベ創出のための知見の抽出－１

報告書・文献 成功要因など

地域イノベーションの成功要因
及び促進政策に関する調査研
究（NISTEP 2004年）

地域イノベーションの日本型の成功要因の抽出を検討し、３要素を抽出
○形成要素：①知的集積 ②世界的技術 ③地場産業・技術 ④核となる中堅企業

⑤核となるベンチャー ⑥経済的危機感
○促進要素：⑦自治体の主体性 ⑧支援インフラ ⑨地域での産学官連携

⑩核となる地域リーダー ⑪世界市場アクセスを目指した大企業との連携
⑫他クラスターとの連携・競争

○アウトプット要素：⑬ベンチャー企業群の出現 ⑭地域や国内での注目度
⑮他地域からの企業・人材の流入

地域イノベーション協創プログラ
ムの事後評価結果（CSTI
2015年）

・プロジェクトマネージャー（PM）については、市場調査やユーザー企業のニーズ把握、
販路開拓の取り組みなどが成功事例における要因として把握される。
・地域の企業を支援する技術のプラットフォームが形成され、事業終了後も概ね維持される

クラスター組織の経営学
（中央経済社）

産業クラスターの総合力分析のための評価軸を例示（詳細は記載なし）
○産業力：①大企業立地 ②部品・材料企業立地 ③起業家創出
○大学力：④研究開発力 ⑤教育力
○産学連携仲介力：⑥ネットワーク機能 ⑦技術移転機能
○地域力：⑧専門人材集積 ⑨金融機能 ⑩都市文化力 ⑪地域教育力 ⑫アメニティ

⑬高速交通機能
○他クラスターとの連携可能性

報告書・文書などに記載の地域イノベーション創出の成功要因など
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地域イノベ創出のための知見の抽出－２

報告書・文献 成功要因など

食料産業クラスターおよび機能
性食品に対する大学の貢献に
ついての調査研究（NISTEP
2010）

食料産業クラスターに対して大学が貢献していくためには
○研究開発の出口としての流通・販売戦略を研究開発と同時に検討していくことが重要。
・経済学系の研究者を巻き込んでいくことが有効。
○機能性食品に関するテーマである場合「機能」「安全」の点において研究者がうまく情報
発信を行うことが必要

○知的財産の積極的・戦略的活用が課題。（近畿大のクロマグロの完全養殖は権利化して
ない。）

イノベーションシステムに関する
調査 （NISTEP 2009）

地域クラスターを形成・機能させるための要素として以下の３つ
○「場」にアクターが集まり続ける要素
○「場」でアクターが相互に高め合い続ける要素
○成果を社会に波及させる要素

大型産学連携のマネジメントに
係る事例調査（NISTEP 
2015）

先端融合領域イノベーション創出拠点形成プログラムでSまたはAの評価であった拠点をヒアリング調
査
○参画企業の経営層のコミットメントを得ることが重要
○創薬分野では製薬企業内での事業化プロセスとの双方向連携が重要
○大学と企業が共有する特許権等について、大学は自らが実施しないことの見返りに、企業に実
施料相当額を要求すべきではない

報告書・文書などに記載の地域イノベーション創出の成功要因など
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グローバルニッチトップ企業の地域分散性
○グローバルニッチトップ企業は全国に分布しており、国内拠点を中心に生産する、国内の雇用を維持又は
拡大しながら海外展開を進める特徴があるので、これを支援することは地方創生に効果的ではないか。

出典：経済産業省 産業構造審議会 製造産業分科会 第2回（平成26年8月21日）参考資料２
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グローバルニッチトップ企業の企業文化の特性

出典：経済産業省 産業構造審議会 製造産業分科会 第2回（平成26年8月21日）参考資料２

○GNT企業は顧客や大学・研究機関さらには海外企業との共同研究をおこなう素地・文化があることから、多様性を理解
した事業創造・さらには国内外市場を見据えた事業を創出しやすく、地域イノベーションの中核に適しているのではないか。
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グローバルニッチトップ企業の市場獲得特性

出典：経済産業省 産業構造審議会 製造産業分科会 第2回（平成26年8月21日）参考資料２

○GNT企業は海外市場を見据え、更に国内生産と輸出を基本とした海外展開をする傾向があることから
地域に根付いたイノベーション実現の主体として期待され、これを支援することが重要ではないか。
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グローバルニッチトップ企業数の国別比較
○我が国においてグローバルニッチトップ企業はドイツ等と比べて少ないため、地域イノベーションの促進に向け、
GNT企業だけでなく、その候補となる企業を支援し、GNT企業を増やすことが必要ではないか。

出典：日本経済の再生に向けた新陳代謝の促進と経営資源の最大活用（経済産業大臣 平成25年3月）
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銀行から見た地域イノベーション創出における課題
○銀行による産学官金連携への参加において、大きな課題として「技術の目利き」が不足しており、市場ニーズ
を技術ニーズに落としこむ人材が重要ではないか。

出典：ニュービジネスの創出・育成に向けた産学官連携と銀行界が果たすべき役割（平成21年12月） 全国銀行協会

＜産学連携時の銀行から見た課題＞
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